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正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.5

1決算額

繰越額

24,044

25,685

0 0

会計

事業タイプ

経費区分

施設の管理および博物館事業など条例に記載されている事
業（文化関係全般）を実施。

事
業
費
／
千
円

H23（2011） H24（2012）

25,833予算額

区分

事
業
要

員

タ
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プ

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

まなべのまなべのまなべのまなべの館管理運営事業館管理運営事業館管理運営事業館管理運営事業

開始年度 1978 終了年度 9999

鯖江市まなべの館設置および管理に関する条例第1条

目的 博物館活動（鯖江の歴史、芸術、民俗等の調査、研究、収集、保管、展示等）に努め、市民の主体的な文化活動の推進や活動
の場の充実を図り、文化振興に寄与する。また、これをもって豊な社会の形成に寄与していく。
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事業名

部署名 まなべの館

まなべの館が有する博物館機能を通して豊かな心を育もうとする市民の日常生活をサポートし、新たな文化の創造を支援する
とともに、文化遺産資料の収集、継承と活用を図る。

事業コード

1736

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容
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活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

一般会計

補助（県）事業

物件費

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

創造空間事業の開催 目標値 8888 10101010 10101010 10101010 10101010回

実績値 11111111 9999

入館者数 人 目標値 15000150001500015000 15000150001500015000 25000250002500025000 25000250002500025000 25000250002500025000

計算
根拠

入館者数によって、市民の施設（の事業等）に対する関心
度を計ることができる。

実績値 32778327783277832778 25871258712587125871

達成率
（％）

218.5218.5218.5218.5 172.5172.5172.5172.5

実数値

ランク AAAA ＡＡＡＡ

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

歴史・伝統・文化を伝承し
創造する

文化・芸術

基本目標 属性 基本施策

芸術文化の振興

実施施策

2051

H23事業名 まなべの館管理運営事業 1736
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

多くの市民が歴史や芸術に関心を寄せるなど、文化全般への志向の高まりと欲求
は多様な文化活動となっており、これを保証・補完することが事業の目的である
から、妥当である。また、来館者利用者数は年々増加しており、アンケート調査
においても博物館事業に関する様々な要望が寄せられている。

根
拠

事業名

主体

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

鯖江市まなべの館設置および管理に関する条例第１条に明記されており、行政が
関与する必要性がある。

根
拠

根
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有
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果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

経費を限界まで削減しており、これ以上削減の余地はないと思われる。また、増
改築工事により施設が大きくなったことから、これまで以上に運営管理コストが
かかる。

根
拠

管理運営については他の財源確保メニューは見当たらず、困難と思われる。

根
拠

リニューアルにより館の施設設備の質向上を図ることが出来たため、事業運営次
第で成果向上は可能である。

根
拠

利用者が利用しやすい維持管理に努め、また、常設
展・企画展・共催展の充実を図り、利用者の増加を図
る。

維持維持維持維持

平
成

2
4
年

度
取
組

み

【平成25年度　方向性】

利用者が利用しやすい維持管理に努め、また、常設
展・企画展・共催展の充実を図り、利用者の増加を図
る。

平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他

H23事業名 まなべの館管理運営事業 1736
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